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箱根町の支援事業
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高齢者や障がい者への支援

扶助・助成など

　認知症などにより用具の給付が
必要な65歳以上のひとり暮らしの
高齢者に対し、介護保険対象外品
目の火災警報器、自動消火器、電
磁調理器を給付します。
給付額　購入または設置費用の ９
　 　 　 割

　重度の障がい者の方のために、
玄関、浴室、便所などを改良する
場合の経費の一部を補助します。
補助額　世帯の所得状況による
限度額　100万円（工事内容による）

　ストレッチや体操などの簡単な
運動を生活習慣に取り入れること
を目的に、みんなで楽しめる教室
です。
対　象　65歳以上の方
定　員　20人
コース　 5 月～ ７ 月、 ８ 月～10月、
　　　　　　11月～ 2 月の ３ コース（各
　　　コース全11回を予定）

日常生活用具の給付

重度心身障がい者住宅
設備改良費の補助

にこにこフィットネス

　高齢者の在宅介護や権利擁
護などの総合的な相談窓口と
して、箱根町社会福祉協議会
内に地域包括支援センター
（☎８5−３002）を開設してい
ます。
　高齢者のさまざまな相談に、
専門員が支援しますので、相
談を希望する方は、直接セン
ターへ連絡してください。

　在宅重度障がい者の方などが、
通院や日常生活で利用するタク
シーの運賃または自動車燃料費
を助成します。
対　象
・身体障害者手帳 1 級または 2
　 級の方（聴覚障がい、肢体不 
　自由上肢の障がいを除く）
・知能指数３5以下または療育手
　帳がＡ 1 ・Ａ 2 の方
・精神障害者保健福祉手帳 1 級
　の方
・特定疾患医療受給者証または
　小児特定疾患給付通知の交付
　を受けている方
○福祉タクシー利用
内　容　利用券（ 1 枚500円）
　　　による運賃の助成
交付枚数　年間60枚以内（人工
　　　透析を受けている方は、
　　　年間156枚以内）
○自動車燃料費助成
内　容　助成券（ 1 枚 1 ,000円
　　　による燃料費の助成
交付枚数　年間14枚以内（人工
　　　透析を受けている方は、
　　　年間３6枚以内）
※両方の券の併給（ 2 分の 1 ず
つ）にも対応しています。

　近隣に親族のいない65歳以上の
ひとり暮らしの方や高齢者のみの
世帯などで、慢性疾患等により日
常生活に注意を要する方に対し、
緊急時の不安を解消し、日常生活
の安全を確保するため、緊急通報
システムを無料で貸し出します。

　言葉や体の発達の遅れが心配、
友達と上手に遊べないなどで悩ん
でいる保護者の方とその子どもを
対象に、機能回復と早期療育を目
的とした相談や生活訓練です。
開催日　月 1 回
場　所　さくら館

緊急通報用電話機の貸与

地域訓練会（なでしこ教室）

　敬老会の開催、敬老祝金の贈呈、
長寿夫妻への記念品贈呈などを行
います。

敬老行事の開催

　健康増進のため７0歳以上の方に
対し、はり・きゅう・マッサージ
サービス券を交付します。
　サービス券は、町が委託した治
療院、医療機関に限り利用できます。
交付枚数　年間一人 ３ 枚
助成額（ 1 枚につき）
・治療院の場合　1,500円
・医療機関で受診する場合　各医
　療機関により異なる

　下肢などに障がいのある方が、
自動車運転免許を取得する場合の
費用の一部を助成します。
対　象　身体障害者手帳の上肢障
　　　がい 1 級の方、下肢・体幹・
　　　内部障がい 1 級～ 4 級の方
助成額　自動車教習所の技能教習
　　　費の ３ 分の 2 以内（限度額
　　　10万円）

はり・きゅう・マッサージ
サービス券の交付

自動車運転訓練・
免許取得費用の助成

　介護保険の要介護または要支援
の認定を受けた方が利用する居宅
介護サービスおよび施設介護サー
ビス（食費、居住費を除く）と福
祉用具購入または住宅改修に要し
た利用者負担の一部を助成します。
対　象　住民税非課税で老齢福祉
　　　年金を受給している方など
助成額　利用者負担の 2 分の 1 　
　 　 　 （居宅サービス費と施設サ
　　　ービス費は、高額サービス
　　　費算定基準額の 2 分の 1 が
　　　限度）

　障がい者の方が、更生または社
会復帰の目的で、所定の施設に通う
際に、支払った交通費を助成します。

介護保険サービス
利用者負担の助成

施設通所者の
交通費の助成

　住み慣れた家庭や地域で、医療
や介護などのサービスを安心して
受けることができるよう、健康福
祉課・さくら館内に相談窓口を開
設しています。
　保健師が相談に応じますので、
相談を希望する方は、健康福祉課
に連絡してください。

　聴覚障がい児や発音の気になる
子どもとその保護者の方に対し、
言語聴覚士が個別指導で言語訓練
を行います。
開催日　月 4 回(毎週水曜日)
場　所　さくら館　湯本幼児学園

在宅医療・介護相談窓口

児童言語訓練会（ことばの教室）
　虚弱などの理由により、調理す
ることが困難な方に対し、弁当を
届けます。
対　象　65歳以上のひとり暮らし
　　　の高齢者、高齢者のみの世
　　　帯で見守りが必要な方など
利用料　 1 食３10円
利用回数　月・水・金曜日のうち
　　　週 ３ 回まで

　重度身体障がい者の方が、自ら
が所有し運転する自動車の操行装
置などを改造する場合の費用の一
部を助成します。
対　象　身体障害者手帳 1 級また
　　　は 2 級の上肢・下肢・体幹
　　　に障がいのある方(一定以
　　　上の所得がある世帯を除く）
助成額　改造に要した費用（限度
　　　額10万円）

　物忘れの予防や体の健康を保つ
ことを目的に簡単な運動を行う教
室です。
対　象　65歳以上の方
定　員　20人
コース　 6 月～ ９ 月、12月～ ３ 月
　　　の 2 コース（各コース全12
　　　　　　回を予定）

配食サービス

自動車改造費の助成

にこにこ脳と体の若返り教室

　要介護 4 または 5 の認定を受け
ている住民税非課税世帯の方を在
宅で介護している家族に対し、介
護用品（紙おむつ）を支給します。

　身体障害者手帳の交付申請や障
がいの等級変更のため、指定医師
による診断書作成に要した診断書
料を助成します。

　健康づくりや仲間づくり、生き
がいづくりのために、いきいき体操
や遠足、小物づくりなどを行います。
対　象　おおむね60歳以上の方
定　員　50人
費　用　内容により材料費などの
　　　負担があります。
開催回数　年間 ９ 回（予定）

家族介護用品の支給

身体障害者手帳の
診断書料の助成

すこやかシルバーサロン

　身寄りがなく、経済的理由や心
身の状況により在宅で生活するこ
とができない方などの、養護老人
ホームへの入所手続きを行います。

養護老人ホームの入所

地域包括支援センター

福祉タクシー利用券・
自動車燃料費助成券の交付

　判断能力が不十分な身寄り
のないひとり暮らしの認知症
高齢者などに対し、本人に代
わり、契約や財産管理を行う
ことができる成年後見人など
の申し立て手続きを家庭裁判
所に行います。

成年後見制度利用の支援

高齢者への支援事業
障がい者への支援事業

広報はこね　2016.June 23



障害者総合支援法
などのサービス

手当

医　療

　障がい者やその家族の方の生
活、福祉サービスの利用など、
いろいろな相談を町が委託して
いる相談支援事業所の相談員が
対応します。
　また、月 2 回、役場およびさ
くら館で福祉相談会を開催しま
す。
委託事業所　おだわら障がい者
　　　総合相談支援センター　
　　　クローバー(小田原市久
　　　野115− 2 ）

☎0465−３5−525８

相談支援事業

　身体障がい者、難病などの方に
対し、義肢、装具、車椅子、盲人
用つえなどの補装具を給付（修理）
します。
自己負担額　課税状況による

　重度障がい者の方が、受診した際に支
払った医療費の自己負担額を助成します。

対　象
・身体障害者手帳 1 級または 2 級の方
・療育手帳Ａ 1 ・Ａ 2 または知能指数３5以下の方
・身体障害者手帳 ３ 級かつ知能指数50以下の方
・精神障害者保健福祉手帳 1 級の方（通院のみ対象）

対　象　障がい者、難病などの方
給付品目　ストマ用装具、入浴補
　　　助用具、便器、盲人用時計、
　　　火災警報機などの日常生活
　　　用具
※障がい内容などにより給付でき
る用具が異なります。
自己負担額　課税状況による

日常生活用具の給付

重度障がい者医療制度

　外出時の円滑な移動を支援します。
自己負担　課税状況による。

　常時介護を必要とする在宅重度
障がい児（20歳未満）に支給され
ます。
対　象　特定の障がいが一つ以上
　　　あるか、それと同程度以上
　　　の状態である方（内容の詳
　　　細についてはお問合せくだ
　　　さい）
要　件　①施設入所していないこ
　　　と。②所得が基準以下であ
　　　ること。
※障害年金等一定の年金を受給し
ている場合は資格喪失
支給額　月額　14,600円
支給月　 2 月、 5 月、 ８ 月、11月
※申請月の翌月から支給対象

移動支援事業

障害児福祉手当

　身体、精神障がい者および障が
い児の方が、所定の医療を受ける
場合、一定所得未満の方は医療費
の公費負担があります。
自己負担額　所得による

　毎年 ８ 月 1 日現在で、県内に 6
か月以上継続して居住している障
がい者の方に支給されます。
対　象　次のいずれかに該当する
　　　方（65歳以上で障がい者に
　　　なった方を除く）
○次のうち 2 つ以上に該当する方
・身体障害者手帳 1 級または 2 級 
　の方
・療育手帳Ａ 1 またはＡ 2 の方
・精神障害者保健福祉手帳 1 級の
　方
○特別障害者手当または障害児福
　祉手当を支給されている方
※対象に該当する方でも、手当の
受給年度の前年所得が基準額を超
えている場合は対象外となります。
基準額は20歳以上の方は特別障害
者手当、20歳未満の方は障害児福
祉手当の基準を用います。
支給額　年額 6 万円
支給月　支給年度の 1 月

　障がい者の日常生活および社会
生活を総合的に支援するための法
律と児童福祉法に基づき、障がい
福祉サービスを提供します。
対　象　身体・知的・精神の ３ 障
　　　がいおよび難病の方など
自己負担額　課税状況による
○介護給付(居宅介護、同行援護、
　短期入所、生活介護、施設入所
　支援、放課後等デイサービスなど）
○訓練等給付(共同生活援助、自 
　立訓練など)

　日常生活において常時特別の介
護を必要とする在宅重度障がい者
（20歳以上）に支給されます。
対　象　特定の障がいが 2 つ以上
　　　あるか、それと同程度以上
　　　の障がいである方（内容の
　　　詳細についてはお問合せく
　　　ださい）
要　件　①施設入所していないこ
　　　と。②所得が基準以下であ
　　　ること。
※継続して ３ ヶ月以上の入院は資
格喪失
支給額　月額　26,８３0円
支給月　 2 月、 5 月、 ８ 月、11月
※申請月の翌月から支給対象

自立支援医療

神奈川県在宅重度障
害者等手当

自立支援給付

特別障害者手当

補装具の給付（修理）

箱根町の支援事業
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叙
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こ
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は
、
湯
本
中
学
校
長
、
箱
根
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星
中
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等
に
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き
、
教
育
の
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後
期
高
齢
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療
制
度

障
が
い
認
定
に
つ
い
て

　
75
歳
未
満
で
あ
っ
て
も
、
65
歳
以

上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
方
は
、

申
請
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
す
る
と
、

保
険
料
や
医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担

割
合
が
下
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
所
得
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）
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３
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４
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神
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２
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療
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帳
A
１
・
A
２

○
障
害
年
金
受
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の
一
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持
ち
物　
障
害
者
手
帳
・
年
金
証
書

な
ど
、
右
記
の
障
が
い
が
あ
る
こ
と

を
証
明
で
き
る
も
の
、
印
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す
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、
国
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康
保
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康
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険
に
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い
る
場
合
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、
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま

た
は
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知
カ
ー
ド

※
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は
、

委
任
状
（
成
年
後
見
人
の
場
合
は
登

記
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項
証
明
書
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お
よ
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理
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の
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分
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持
参
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だ
さ
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国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
自

営
業
者
な
ど
）
の
方
で
、
所
得
が
少

な
い
と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

本
人
の
申
請
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よ
り
、
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料
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る
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度
が
あ
り
ま
す
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除
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本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
や
、
失
業
等
の
事
由
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免

除
と
な
り
ま
す
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●
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
と
配
偶

者
（
結
婚
し
て
い
な
い
場
合
は
申
請

者
本
人
の
み
）
の
所
得
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況
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よ
り

保
険
料
の
納
付
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猶
予
さ
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●
学
生
納
付
特
例
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学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
申
請
の
際
、
在
学
期

間
の
わ
か
る
学
生
証
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
※
定
時
制
課
程
、
通
信
課
程

の
学
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
過
去
２
年
ま
で
遡
っ
て
免
除
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請

が
で
き
ま
す
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平
成
26
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正

さ
れ
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
に
つ
い

て
、
遡
っ
て
免
除
申
請
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
申
請
が

遅
れ
る
と
万
一
の
と
き
に
障
害
年
金

な
ど
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
不
利

益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
保
険
年
金
課

☎
８
５
―
９
５
６
４

自
慢
の
商
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の

「
謝
礼
品
」に
し
ま
せ
ん
か
？

　
町
で
は
、
箱
根
ら
し
い
魅
力
あ
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
既
に
提
供
さ
れ
て
い

る
商
品
の
内
容
変
更
や
、
新
た
な
商

品
の
追
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
事
業
者

の
み
な
さ
ん
に
も
、
商
品
等
を
全
国

へ
向
け
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ
と
、
定
価

販
売
（
取
扱
手
数
料
は
発
生
し
ま
せ

ん
）
が
で
き
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

※
謝
礼
品
に
係
る
事
務
全
般
は
、
町

が
提
携
す
る
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日

本
（
以
下
「
J
T
B
」
）
が
代
行
し

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
箱
根
フ
ァ
ン
の

方
々
か
ら
５
億
円
を
超
え
る
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
の
一
定

割
合
（
平
成
27
年
度
は
約
２
億
円
）

を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
寄
付
者
へ
還
元

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
町
内
事
業
者

の
売
上
げ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

対
象
事
業
者　
次
の
要
件
全
て
に
適

合
し
て
い
る
こ
と

○
各
種
法
令
、
町
条
例
な
ど
を
順
守 

　
し
、
生
産
、
製
造
、
販
売
を
行
っ

　
て
い
る
こ
と　

○
本
社
（
本
店
）、
支
社
（
支
店
）、

　
営
業
所
の
い
ず
れ
か
を
町
内
に
有

　
す
る
企
業
、
団
体
、
個
人
事
業
者

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
及
び
処
理

　
対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と

※
謝
礼
品
発
送
な
ど
は
、
全
て
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た
処
理
と
な
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
受
発
注
お
よ
び

請
求
処
理
を
行
い
ま
す
。

謝
礼
品

○
「
加
工
品
・
製
造
品
」
等

　
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
加
工
業

　
者
お
よ
び
製
造
業
者
な
ど
が
取
り

　
扱
う
製
造
品
等

○
「
体
験
ツ
ア
ー
」
等

　
箱
根
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
体
験

　
ツ
ア
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
型

　
商
品

○
「
そ
の
他
の
謝
礼
品
」

　
箱
根
を
P
R
し
て
い
る
と
認
め
ら

　
れ
る
も
の
、
ま
た
は
特
別
に
認
め

　
た
謝
礼
品
な
ど

※
店
頭
販
売
あ
る
い
は
対
面
販
売
を

通
常
行
っ
て
い
る
食
材
、
食
品
な
ど

を
謝
礼
品
と
し
て
扱
う
場
合
に
は
、

謝
礼
品
発
送
に
係
る
所
要
の
許
可
等

を
得
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　
代
行
業
者
（
J
T
B
）

へ
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　
株
式
会
社
J
T
B
西
日
本

法
人
営
業
大
阪
支
店
ふ
る
さ
と
納
税

事
務
局
（
担
当
：
栃と

ち

谷た
に

）

furusato-sales@
w

est.jtb.jp

☎
０
６
―
７
７
０
９
―
９
３
１
２

（
直
通
）
／
FAX
０
６
―
６
２
５
２
―

２
５
３
８

そ
の
他　
謝
礼
品
の
募
集
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.tow

n.hakone.
kanagaw

a.jp/

照
会
先　
財
務
課☎

８
５
―
９
５
６
３

《事業イメージ図》

提供事業者
の皆さん

JTB

寄付者

箱根町

❺謝礼品の発注・確 
　認、代金支払い

❸ポイント発行
　カタログ送付

❻謝礼品の発送

❹謝礼品申込

❷情報共有

❶
寄
付
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道
の
駅
「
箱
根
峠
」
に
急
速

充
電
器
が
設
置
さ
れ
ま
す

　
経
済
産
業
省
と
国
土
交
通
省
の
政

策
に
連
動
し
た
道
の
駅
へ
の
充
電
イ

ン
フ
ラ
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
E
―

O
A
S
I
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
よ

り
、
道
の
駅
「
箱
根
峠
」
に
電
気
自

動
車
用
急
速
充
電
器
が
設
置
さ
れ
、

充
電
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
開
始
日
に
つ
い
て
は
、
企
画

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間　
24
時
間

充
電
時
間　
最
長
30
分

利
用
方
法
及
び
料
金

○
N
C
S
（
日
本
充
電
サ
ー
ビ
ス
）

　
と
連
携
す
る
自
動
車
会
社
が
発
行

　
す
る
充
電
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

　
方
：
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い
。
料
金
は
、
カ
ー
ド
会
社
に
問

　
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
N
C
S
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
：

　
N
C
S
カ
ー
ド
を
ご
持
参
下
さ
い
。

　
但
し
急
速
充
電
器
用
ま
た
は
急
速
・

　
普
通
併
用
の
カ
ー
ド
の
み
使
用
可

　
能
で
す
。
利
用
料
金
は
、
月
々
の

　
会
費
の
他
、
16
・
２
円
／
分
（
税

　
込
）
と
な
り
ま
す
。

○
充
電
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

　
方
：
充
電
器
本
体
に
内
蔵
さ
れ
て

　
い
る
給
電
シ
ス
テ
ム
・
エ
コ
Q
電

　
を
利
用
す
る
こ
と
で
充
電
可
能
と

　
な
り
ま
す
。
携
帯
電
話
又
は
ス
マ

　
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
決
済
と

　
な
り
ま
す
。
認
証
方
法
は
充
電
器

　
本
体
に
貼
ら
れ
た
ガ
イ
ド
を
確
認

　
し
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
、
１
８

　
０
円
／
10
分（
税
込
）と
な
り
ま
す
。

照
会
先　
企
画
課
☎
８
５
―
９
５
６
０

第
１
回
行
財
政
運
営
を

考
え
る
町
民
会
議

　
町
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
町
民

や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞

く
た
め
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
会

議
は
公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
７
月
８
日
㈮
13
時
30
分
～

16
時
30
分

場　
所　
町
役
場
本
庁
舎
４
階
第
１

～
３
会
議
室

議　
題
（
予
定
）
①
行
財
政
運
営
を

考
え
る
町
民
会
議
に
つ
い
て

②
平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

傍
聴
方
法　
傍
聴
席
を
設
け
ま
す
の

で
、
傍
聴
希
望
者
は
、
13
時
15
分
か

ら
開
催
時
間
ま
で
に
直
接
会
場
へ
来

て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
企
画
課
☎
８
５
―
９
５
６
０

公
共
下
水
道
に
油
や
ゴ
ミ
を
流
さ

な
い
よ
う
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

　
野
菜
く
ず
、
天
ぷ
ら
油
、
灯
油
や

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
油
類
、
大

量
の
洗
剤
、
農
薬
や
化
学
薬
品
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
（
テ

ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
紙
お
む
つ
）
な

ど
は
、
下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
悪
臭

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
公
共
下

水
道
に
流
さ
な
い
よ
う
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
オ

イ
ル
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
、
油
類
を
除
去

す
る
器
具
を
設
置
し
て
い
る
事
業
者

の
方
は
、
定
期
的
に
ま
す
の
清
掃
や

油
な
ど
の
回
収
を
し
て
、
下
水
道
管

に
流
れ
な
い
よ
う
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

☎
８
５
―
９
５
６
７

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は

済
ん
で
い
ま
す
か

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
過
去

に
接
種
の
機
会
が
不
十
分
だ
っ
た
た

め
、
標
準
的
な
対
象
者
に
加
え
、　

公
費
（
無
料
接
種
）
で
接
種
で
き
る

対
象
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
こ

の
機
会
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
取
扱
医

療
機
関
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

公
費
（
無
料
接
種
）
の
対
象
等

○
標
準
的
な
対
象
者

・
３
、
４
歳
（
１
期
）

・
小
学
４
年
生
（
２
期
）

○
特
例
対
象
の
内
容

・
平
成
７
年
４
月
２
日
～
19
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
が
、
20
歳
に
な
る

ま
で
の
間

・
平
成
19
年
４
月
２
日
～
21
年
10
月

１
日
生
ま
れ
の
方
が
、
９
歳
～
13
歳

未
満
の
間
に
限
り
、
定
期
接
種
１
期

の
不
足
回
数
分

照
会
先
　
さ
く
ら
館
☎
８
５
―
０
８
０
０

不
法
電
波
は
い
け
ま
せ
ん
！

　
総
務
省
で
は
６
月
１
日
か
ら
10
日

ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間
」
と
し
て
電
波
を
正

し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
周

知
・
啓
発
活
動
及
び
不
法
無
線
局
の

取
り
締
ま
り
を
強
化
し
ま
す
。

　
電
波
の
ル
ー
ル
は
み
ん
な
で
守
り

ま
し
ょ
う
。

●
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

☎
０
３
―
６
２
３
８
―
１
９
３
９

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

☎
０
３
―
６
２
３
８
―
１
９
４
５

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信

相
談
☎
０
３
―
６
２
３
８
―
１
９
４
４

『
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
』

の
お
知
ら
せ

　

取
扱
医
療
機
関
に
よ
る
個
別
健

（
検
）
診
、
ま
た
は
集
団
健
（
検
）

診
の
い
ず
れ
か
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

受
診
券
は
、
４
月
１
日
現
在
で
町
に

住
所
を
有
す
る
方
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
「
保
健
だ
よ
り
」
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
転
入
の
方
な
ど
で
受
診
を
希
望
す

る
場
合
や
、
手
元
に
「
保
健
だ
よ
り
」

が
な
い
方
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

対　
象

○
特
定
健
診　
40
～
74
歳
の
国
民
健

　
康
保
険
加
入
者

※
社
会
保
険
加
入
者
は
、
保
険
証
の

発
行
事
業
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

○
長
寿
健
診

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

○
一
般
健
診

　
生
活
保
護
受
給
世
帯
な
ど
医
療
保

　
険
の
な
い
40
歳
以
上
の
方

○
が
ん
検
診

・
子
宮
が
ん　
20
歳
以
上
の
女
性

・
乳
が
ん　
40
歳
以
上
の
女
性

・
胃
（
バ
リ
ウ
ム
）
・
肺
・
大
腸
が

　
ん　
40
歳
以
上
の
方

・
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

　
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70

　
歳
の
方
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
は
受
診

　
不
可
）

・
前
立
腺
が
ん　
50
歳
以
上
の
男
性

持
ち
物　
受
診
券
、
健
康
保
険
証

受
診
可
能
期
間

○
個
別
健
（
検
）
診

　
６
月
１
日
㈬
～
平
成
29
年
３
月
31

　
日
㈮
（
取
扱
医
療
機
関
の
診
療
日
）

○
集
団
健
（
検
）
診

　
９
～
12
月
（
検
診
は
内
容
に
よ
り

　
日
時
を
指
定
）

※
集
団
健
（
検
）
診
は
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
６
月
１
日
㈬
か
ら
６

月
30
日
㈭
ま
で
受
け
付
け
ま
す
が
、

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
と
な
り

ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先

◎
特
定
健
診
・
長
寿
健
診

　
保
険
年
金
課
☎
８
５
―
９
５
６
４

◎
一
般
健
診
・
が
ん
検
診

　
さ
く
ら
館
☎
８
５
―
０
８
０
０

「“
芸
妓
と
歩
く
!!
”

　
　

箱
根
旅
物
語
」　　

　
　
　
参
加
者
募
集
！！

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
内
箱
根
湯
本
エ

リ
ア
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
中
心
に
箱
根

湯
本
芸
能
組
合
に
所
属
す
る
芸
妓
の

案
内
で
巡
り
、
箱
根
の
温
泉
や
火
山

な
ど
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

ジ
オ
ツ
ア
ー
で
す
。

日　
時　
６
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・

25
日
㈯
・
26
日
㈰
９
時
30
分
～
13
時

頃集　
合　
箱
根
湯
本
駅

行　
程　
箱
根
湯
本
駅
→
湯
本
見
番

→
熊
野
神
社
→
吉
池
旅
館
庭
園
→
天

成
園
（
玉
簾
の
瀧
、
昼
食
、
現
地
解

散
）

定　
員　
各
24
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
３
，
５
０
０
円
（
昼
食
代
・

保
険
代
込
み
）

申
込
み　
６
月
15
日
㈬
（
必
着
）
ま

で
に
、
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
電

話
、
F
A
X
、
は
が
き
に
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

照
会
・
申
込
先　
〒
２
５
０
―
０
３

１
１　
箱
根
町
湯
本
７
０
６
―
35　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
８
５
―
５
７

９
４
/

FAX
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５
―
５
７
２
１

屋
外
で
ご
み
を
燃
や
す
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
簡
易
式
の
焼
却
炉
、
ド
ラ
ム
缶
や

一
斗
缶
な
ど
で
ご
み
を
焼
却
す
る
行

為
は
、
野
焼
き
と
同
様
で
、
法
律
や

県
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
物
を
焼
く
と
必
ず
煙
が
出
ま
す
。

特
に
ビ
ニ
ー
ル
や
ナ
イ
ロ
ン
系
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
物
を
焼
く
と
、
有

害
物
質
が
煙
と
な
り
、
空
気
を
汚
す

原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
焼
け
残

っ
た
灰
に
も
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
は
焼
か
ず
に
、
指
定
さ
れ
た

収
集
日
に
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

6
月
5
日
は
環
境
の
日

　
ー
6
月
は
環
境
月
間
で
す
ー

「
移
動
」
を
「
エ
コ
」
に

　
私
た
ち
の
生
活
や
産
業
か
ら
は
、

地
球
上
に
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
自
動
車
か
ら
の

Ｃ
Ｏ
２
は
か
な
り
の
量
で
、
そ
の
排

出
量
の
増
加
に
伴
う
地
球
温
暖
化
現

象
に
よ
り
、
異
常
気
象
な
ど
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
Ｃ
Ｏ
２
を
増
や
さ
な
い

た
め
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
を
取
り
入
れ
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
は
「
毎
月
こ
の
日
は
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
」
と
い
う
形
で
、
通
勤

や
買
い
物
の
際
に
乗
用
車
を
使
わ
な

い
日
（
バ
ス
や
電
車
、
徒
歩
、
相
乗

り
な
ど
で
出
か
け
る
日
）
を
自
分
で

設
定
し
、
実
行
す
る
も
の
で
す
。

　
バ
ス
や
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
は
、
多
く
の
人
を
一
度
に
運
べ
る

環
境
に
や
さ
し
い
移
動
手
段
で
渋
滞

や
違
法
駐
車
を
減
ら
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
近
所
へ
の
買
い
物
や
通
勤

経
路
の
ひ
と
駅
な
ど
、
歩
け
る
距
離

を
徒
歩
に
す
れ
ば
、
健
康
維
持
や
体

力
づ
く
り
も
兼
ね
ら
れ
ま
す
。

　
目
的
や
距
離
な
ど
に
応
じ
て
移
動

手
段
を
使
い
分
け
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

 

お
財
布
に
も
や
さ
し
い
「
省
エ
ネ
」

　
日
頃
の
心
掛
け
で
で
き
る
省
エ
ネ

は
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
上
手
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
身
の
回
り
の
電
化
製
品
も
、
扱
い

方
次
第
で
効
率
よ
く
省
エ
ネ
で
き
ま

す
。

　
例
え
ば
、
エ
ア
コ
ン
は
推
奨
設
定

温
度
（
夏
場
28
度
、
冬
場
20
度
）
を

目
安
に
し
、
定
期
的
に
フ
ィ
ル
タ
ー

の
ほ
こ
り
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

　
洗
濯
物
を
ま
と
め
て
洗
う
の
も
節

電
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
冷
蔵
庫

や
冷
凍
庫
に
食
材
を
詰
め
込
み
す
ぎ

て
余
計
な
電
力
を
使
っ
て
し
ま
う
の

と
同
様
に
、
洗
濯
物
も
詰
め
込
み
す

ぎ
は
禁
物
で
す
。

明
か
り
を
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

　
環
境
省
で
は
平
成
15
年
か
ら
地
球

温
暖
化
防
止
の
た
め
、
夏
至
の
日
を

中
心
に
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、

施
設
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
家
庭
の
照

明
の
消
灯
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
日
頃
い
か
に
照
明
を
使
用
し
て
い

る
か
を
実
感
し
、
地
球
温
暖
化
問
題

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
は
６
月
21
日
㈫
～
７
月
７
日
㈭

で
す
。

　
箱
根
の
夜
空
に
は
、
無
数
の
星
が

瞬
い
て
い
ま
す
。
月
明
か
り
や
ロ
ウ

ソ
ク
の
灯
で
、
美
し
い
星
空
を
眺
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

照
会
先　
環
境
課
☎
８
５
―
９
５
６
５

　会社や店舗のＰＲ、イメージ
アップに活用しませんか。
募集枠数　 2 枠
規　格　縦 ７ ㎝×横 ９ ㎝＝6３㎠
封筒枚数　15,000枚（長 ３ 版）
掲載料　 1 枠 2 万円
掲載期間　 ８ 月 1 日㈪～在庫終
　　　了（約 2 年間）
募集期間　 6 月 1 日㈬～ 6 月20
　　　　　　日㈪
申込先　総務防災課（町民係）

☎８5−７160

窓口専用封筒への
有料広告を募集

A

B

　ネッツトヨタ湘南㈱から町社
会福祉協議会に福祉車両の寄贈
を受けました。
　車両内に車いすを搭載できる
ほか、足回りに工夫がされてお
り、カーブや坂道が多い当町の
地形でも安心して利用できます。
デイサービス事業に活用させて
いただきます。

寄贈を受けました
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町　　　税

総　務　費

町　　　債

民　生　費

繰　入　金

公　債　費

繰　越　金

土　木　費

そ　の　他

観　光　費

そ　の　他

国庫支出金
県 支 出 金

衛　生　費

使用料及び
手　数　料

教　育　費

地方消費税
交　付　金

消　防　費

国庫支出金、県支出金などは、その対象となる事業が完成後に支払われるため、平成2８年 4 月から 5 月に
収入される予定です。

事業完了が年度末となる建設事業などの支払いは、4 月以降となっています。

皆さんが町に納めた税金

税務関係、住民登録など町の総括的な事務に使われたお金

国や県及び金融機関から借り入れたお金

福祉サービス、各種医療の助成など福祉全般に使われたお金

事業など特定の目的の財源として国または県から交付されたお金

保健衛生、ごみ処理など安全で衛生的な生活のために使われたお金

基金の取り崩しにより繰り入れたお金

町債を返済するために支払われたお金

施設の使用、住民票などの交付に手数料として皆さんが支払ったお金

幼稚園、小・中学校の運営、文化財保護など教育全般に使われたお金

県に納められた消費税から人口などに応じて町に交付されたお金

消防、救急活動の経費、防火水槽、消火栓の維持などに使われたお金

前年度から繰り越されるお金

道路・公園の整備、住宅管理などに使われたお金

ふるさと納税寄付金、地方譲与税、ゴルフ場利用税交付金など

町の観光宣伝として開催する事業や産業の振興に使われたお金

議会費、農林水産業費、災害復旧費など

㊤ 1 億2,511万円【合計 9 億4,466万円(92.4%)】

㊤ 3 億7,228万円【合計 8 億7,320万円(82.5%)】

㊤3億8,322万円【合計 9 億9,156万円(99.5%)】

【合計17億5,500万円(78.2%)】

【合計16億5,267万円(95.2%)】

支　　　出

下 半 期 財 政 状 況平成 27 年度

特　別　会　計

地方債の現在高

主な事業等の執行状況

一  般  会  計 予算現額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合
98億4,000万円 90億9,770万円 92.5% 82億889万円 83.4%

会計名 予算現額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合
国民健康保険特別会計 20億9,201万円 19億2,156万円 91.9% 18億998万円 86.5%
後期高齢者医療特別会計 3 億430万円 2 億9,593万円 97.2% 2 億8,425万円 93.4%
介 護 保 険 特 別 会 計 11億8,011万円 11億4,644万円 97.1% 10億7,188万円 90.8%
 4 財 産 区 特 別 会 計 490万円 490万円 99.9% 368万円 75.1%
温 泉 特 別 会 計 1 億5,700万円 1 億5,543万円 99.0% 1 億1,735万円 74.7%
育英奨学金特別会計 3,270万円 3,251万円 99.4% 362万円 11.1%
下水道事業特別会計 19億8,100万円 17億5,128万円 88.4% 16億2,200万円 81.9%

水 道 事 業 会 計
収入予算額 収入額 支出予算額 支出額

収　益 4 億3,860万円 4 億1,675万円 4 億840万円 3 億9,315万円
資　本 3,300万円 2,800万円 2 億1,160万円 2 億66万円

　地方債は、公共施設を整備するときに国や金融機関などから借り入れる資金で、毎年の財政負担をならし、世代間の公平な
負担を図っていくものです。会計別起債残高および一般会計において借り入れた主な起債の借入額、残高は次のとおりです。

（平成28年 3 月31日現在）
事業名 借入額 償還金残高

総 合 保 健 福 祉 セ ン タ ー 整 備 事 業 14億9,310万円 4 億9,265万円
消 防 庁 舎 整 備 事 業 9 億6,300万円 3 億5,813万円
一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 整 備 事 業 19億5,990万円 2 億8,590万円
仙 石 原 幼 児 学 園 建 設 事 業 2 億8,630万円 1 億2,036万円
箱 根 関 跡 保 存 整 備 事 業 9 億6,030万円 5 億1,334万円
学 校 統 合 推 進 事 業 1 億8,220万円 1 億3,132万円
湯 本 幼 児 学 園 建 設 事 業 2 億5,630万円 2 億267万円

会計名 償還金残高
一 般 会 計 65億4,146万円
国民健康保険特別会計 6,800万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 59億2,440万円
水 道 事 業 会 計 17億5,008万円
合 　 計 142億8,394万円

※ 箱根町が国などから借り入れている合計金額

会計名 事業名等 事　業　内　容 支出予定額

一 般 会 計

消防無線デジタル化推進事業 電波法改正により、アナログ無線が使用できなくなるた
め、消防無線をデジタル化しました。 2 億３,2８6万円

ごみ減量化・再利用推進事業 町内で出たごみの分別収集や再利用の推進、啓発活動な
ど、減量化・資源化を図るための対策を行いました。 1 億1,７９2万円

経 営 安 定 緊 急 融 資 事 業
大涌谷火山活動の影響を受ける町内事業者への支援。運
転資金や設備資金として、150万円を限度額とした融資。
また、信用保証料の補助、利子補給を行いました。

2,21８万円

ふ る さ と 納 税 促 進 事 業
３ 月３1日までに、町外在住の方々から 5 億３,７60万円のご
寄附をいただきました。この中から、寄附してくださっ
た方への謝礼品代と、その他必要経費を支出して、残っ
た ３ 億1,８３８万円が町の収入となりました。

2 億1,９22万円

国民健康保険
特 別 会 計 保 険 給 付 制 度

国民健康保険加入者が病気やけがなどで医療機関等を受
診した際に支払う自己負担額以外の医療費を、町が支出
しました。

12億３45万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 第 1 号・第 2 号公共下水道事業

機器の延命化を図り、更新コストを縮減しました。ま
た、処理面積の拡大により下水道を接続できる環境を整
え、接続人口が増加することでよりよい水環境の実現を
推進しています。

4 億９0万円

水 道 事 業
会 　 　 計 水 道 統 合 整 備 事 業 町営水道給水区域内における、未給水地域減少を図るた

めの整備工事を行いました。 2,0９８万円

6億499万円

【合計58億9,508万円(100.0%)】
58億9,400万円
39億2,830万円

7 億3,940万円

10億5,708万円

２億1,746万円

10億2,227万円
8億1,955万円

22億4,493万円

17億3,567万円
7 億9,294万円

10億5,905万円

9 億9,700万円
6 億834万円

9 億2,847万円

13億790万円
4 億4,303万円

8 億5,289万円
4 億8,460万円

4 億7,615万円

5 億92万円

8 億5,973万円

6 億8,319万円 10億7,181万円

19億6,678万円

㊤ 0 円　㊦ 5 億5,050万円【合計 5 億5,050万円(74.5%)】

㊤ 1 億9,707万円　㊦ 3 億7,888万円【合計 5 億7,595万円(54.5%)】

㊤ 0 円　㊦ 2 億5,８８2万円【合計 2 億5,８８2万円(９３.1%)】

㊤ 1億5,185万円　㊦ 1億2,937万円【合計 2 億8,122万円(78.6%)】

㊤ 2 億1,910万円　㊦ 1 億5,492万円【合計 3 億7,402万円(136.5%)】

㊤ 2億1,７46万円  ㊦ 0 円【合計 2 億1,７46万円(100.0%)】

2 億7,804万円

 3 億5,775万円

 2 億7,400万円

㊤ 4 億2,766万円　㊦ 3 億9,446万円【合計 8 億2,212万円(88.5%)】

㊤ 2 億2,493万円　㊦1 億5,810万円【合計 3 億8,303万円(80.4%)】

 2 億3,793万円
㊤8,205万円　㊦9,489万円【合計 1億7,694万円(74.4%)】

㊦ 2 億3,103万円【合計 7 億1,563万円(83.9%)】

㊤ 3 億9,569万円【合計 8 億3,872万円(64.1%)】

収入・支出済額（執行率）

【表の見方】
予算現額

上半期分（㊤）
下半期分（㊦）

※端数処理の関係上、各項目の合計と予算総額が異なる場合があります。

収　　　入

　町では、皆さんに町の財政について理解を深めていただくため、 ６ 月と11月に財政状況の公表を行っています。今回
は、平成27年度下半期（平成27年10月～平成28年 ３ 月）の収支状況をお知らせします。一般会計は、当初91億2,400万
円でスタートしましたが、補正予算等により ３ 月末現在の予算総額は98億4,000万円となりました。なお、平成27年度
の一般会計および特別会計については、これ以降 ５ 月３1日までの出納整理期間を経て決算額となります。
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第
３
回
目
は
救
助
隊
の
仕
事
を
紹
介

し
ま
す
。
救
助
隊
は
、
宮
ノ
下
の
本
署

に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
に
は
救

助
工
作
車
や
梯
子
車
で
出
動
し
ま
す
。

昨
年
の
１
年
間
で
出
動
し
た
救
助
の
件

数
は
23
件
で
し
た
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
作

業
服
を
着
た
救
助
隊
員
が
、
24
時
間
体

制
で
町
内
の
全
地
域
で
起
き
た
事
故
や

火
災
現
場
な
ど
に
出
動
し
、
災
害
の
対

応
を
し
て
い
ま
す
。

【
救
助
車
両
】

①
救
助
工
作
車
は
４
輪
駆
動
車
で
あ
る

た
め
荒
れ
た
路
面
の
現
場
で
も
進
入
が

容
易
で
あ
り
、
装
備
さ
れ
て
い
る
ク
レ

ー
ン
や
ウ
イ
ン
チ
を
活
用
し
て
障
害
物

を
取
り
除
い
た
り
、
照
明
を
使
用
し
て

暗
い
場
所
で
も
活
動
で
き
る
車
両
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
に
対
応
す

る
た
め
送
水
の
出
来
る
可
搬
式
の
ポ
ン

プ
お
よ
び
１
２
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
積

載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
色
々
な

救
助
活
動
に
必
要
な
資
機
材
を
積
載
し

て
い
ま
す
。

②
梯
子
車
は
30
メ
ー
ト
ル
級
の
先
端
屈

折
構
造
と
な
っ
て
お
り
、主
に
４
階
以
上

の
中
高
層
建
物
火
災
等
に
出
動
し
ま
す
。

《
救
助
活
動
の
種
類
》

【
火
災
現
場
で
の
活
動
】

　
火
災
現
場
で
は
、
家
の
中
で
助
け
を

求
め
て
い
る
人
を
救
出
し
た
り
、
取
り

残
さ
れ
て
い
る
人
が
い
な
い
か
を
、
確

認
す
る
活
動
を
し
ま
す
。
ま
た
、
消
火

に
あ
た
っ
て
い
る
消
防
隊
の
支
援
活
動

を
行
い
ま
す
。

【
交
通
救
助
活
動
】

　
交
通
事
故
に
よ
り
車
両
の
中
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
人
や
、
挟
ま
れ
た
人
が
い

た
場
合
、
大
型
油
圧
器
具
を
使
用
し
ド

ア
を
破
壊
し
た
り
、
挟
ま
れ
て
い
る
場

所
を
広
げ
た
り
し
て
救
出
活
動
を
行
い

ま
す
。

【
山
岳
救
助
活
動
】

　
山
で
怪
我
を
し
て
動
け
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
人
や
急
に
具
合
が
悪
く
な
っ

た
人
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
人
な
ど

を
助
け
ま
す
。
登
山
用
の
器
具
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
り
上
空
か
ら
吊
り
上
げ

が
で
き
る
担
架
等
を
用
意
し
て
現
場
に

向
か
い
救
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

【
水
難
救
助
活
動
】

　
湖
や
川
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
人
、

お
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
人
な
ど
水
で
の
事

故
が
起
き
た
と
き
に
水
難
ボ
ー
ト
を
積

載
し
て
出
動
し
ま
す
。
現
場
で
は
、
ウ

ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
お
よ
び
潜
水
用
空
気
ボ

ン
ベ
を
着
装
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

　
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
か
れ
る
方
は
、

余
裕
の
あ
る
計
画
を
立
て
、
慌
て
て
下

山
を
し
て
ケ
ガ
な
ど
し
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
万
が
一
、
ケ
ガ
な
ど
で

動
け
な
く
な
っ
た

場
合
は
、ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
に
50
メ

ー
ト
ル
間
隔
で
杭

が
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の

番
号
を
消
防
へ
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

消
防
の
仕
事
No. 3

　小・中学校の「箱根ハートフルプログラム」は、子どもの社会性を学んだり、豊かな心を育んだりする体
験活動（エクササイズ）を、各学年 6 時間行い、学んだことを日常化・定着化させていくものです。
　プログラムは、色々な学習理論をもとに作られたエクササイズを、「豊かな自分づくり」「ともだちづくり」
「仲間づくり」の ３ つの視点で、子ども達の発達段階に応じて系統的に配列しています。
　例えば、「豊かな自分づくり」では、友だちを元気にする言葉や嫌な気持ちにさせる言葉を探したり、
「ともだちづくり」では、相手のジェスチャーを見て、言おうとすることを考えたり、「仲間づくり」では、
グループで相談して多数決で合意を得てランキングを決めたりするような活動を行っています。

　このような活動を単学年では
なく、小 1 から中 ３ までの ９ 年
間にわたり積み上げあげていく
ことで、子どもたちの社会性を
育む一助になり、「自立」と
「共生」の力をさらに高められ
ることが期待できます。

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』 徳育（小・中学校編）

や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課(☎８5−９565)に相談を。
猫犬
捨

“子どもたちの変化”
♡悪口を言う児童・生徒が
　少なくなった。
♡クラスが楽しいと思える
　児童・生徒が増えた。
♡自分に自信がもてる児童・
　生徒が増えた。 小学 2 年生　みんなで輪くぐり

小学 4 年生　ジェスチャー伝言

中学 2 年生　協力し合って、間違いを探せ！

小学 5 年生 　相手を思いやっての球運び

東日本大震災義援金は平成2９年 ３ 月３1日㈮まで受け付けています。受付総額は 5 月26日現在、８７,51３,８10円です。

6
月
は
二
輪
車
交
通
事
故

防
止
強
化
月
間
・
暴
走
族

追
放
強
化
月
間

   

　
箱
根
町
内
で
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
や

自
転
車
が
関
係
す
る
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
箱
根
の
道
路
は
見
通
し
が
悪
い
た

め
、
カ
ー
ブ
手
前
で
は
減
速
し
、
無

理
な
追
い
越
し
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
事
故
に
よ
っ
て
一
瞬
で
あ
な
た
の

人
生
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
あ

な
た
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
の
人
も

辛
く
、
悲
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
を

肝
に
銘
じ
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

明
星
展
・

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
定
期
利
用

団
体
で
構
成
さ
れ
た
「
明
星
会
」
主

催
に
よ
る
作
品
展
「
明
星
展
」
と

「
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
度
は
町
制
60
周

年
を
記
念
し
、
各
団
体
が
制
作
し
た

記
念
品
を
渡
し
ま
す
。
（
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。
）

期　
間　
６
月
３
日
㈮
～
５
日
㈰

９
時
～
17
時
※
最
終
日
は
16
時
ま
で

場　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
容　

【
町
制
60
周
年
記
念　
第
37
回
明
星
展
】

・
絵
画
、
手
工
芸
な
ど
の
作
品
展
示

・
お
茶
席
（
４
日
㈯
10
時
～
15
時
）

【
第
28
回
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
】

★
は
「
１
日
体
験
教
室
」
で
、
い
ず

れ
も
予
約
不
要
、
10
時
～
15
時
の
間

で
随
時
参
加
で
き
ま
す
。
※
材
料
費

が
必
要
で
す
。
押
し
花
教
室
の
み
11

時
か
ら
。

《
３
日
㈮
》

★
絵
手
紙
教
室
（
２
０
０
円
）

○
囲
碁
大
会　
13
時
～
17
時

《
４
日
㈯
》

★
篆
刻
教
室
（
３
０
０
円
～
）

○
ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー（
大
正
琴・フ
ラ

　
ダ
ン
ス
）　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

《
５
日
㈰
》

★
押
し
花
教
室
（
３
０
０
円
）

★
パ
ン
粘
土
教
室
（
４
０
０
円
）

○
く
み
ひ
も
の
実
演　
10
時
～
12
時

○
音
楽
の
つ
ど
い
（
コ
ー
ラ
ス・演
奏
）

　
13
時
30
分
～
15
時

《
そ
の
他
》

○
大
正
琴
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

　
ン　
４
日
㈯
10
時
～
11
時
、
15
時

　
～
16
時
・
５
日
㈰
10
時
～
15
時

《
期
間
中
》

○
エ
ッ
セ
イ
の
展
示

○
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

　
保
存
期
間
が
過
ぎ
た
雑
誌
を
無
料

　
配
布
し
ま
す
。

照
会
先　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
８
２
―
２
６
９
４

広報はこね　2016.June
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　真鶴町の海辺のお散歩にぴったりのこの時期
に、はこジ郎は今回も真鶴町の歴史に関わるス
ポットに行ってきました。
　今回紹介する場所は真鶴港の近くにある「し
とどの窟

い わ や

」です。この窟には、どんないわれが
あるのでしょうか。
照会先　企画課☎８5−９560

　梅雨の時期に入る前に真鶴町のジオサイト「しとどの窟」に行ってきたよ！
真鶴港を目の前にして、県道のすぐわきにある窟で、今は入口がふさがれて
いて中には入れないんだけど、この窟は歴史上のとある人物と深～い関係が
あるんだよ。
　みんなは鎌倉幕府を開いた源頼朝を知っているよね。幼い頼朝は源氏と平氏
の争いに巻き込まれ、流罪となって長い間、伊豆で流人生活をおくっていたん
だって。そして、いざ旗揚げし、平氏に戦いを挑んだ戦いが11８0（治承 4 ）年の
「石橋山の戦い」だよ。ここで大敗を喫した頼朝は、この地にあった窟に身を隠
しながら箱根山中を逃げ回り、真鶴の海岸から船で安房国（現在の千葉県）へ落
ちのびて、この地で再挙したんだ。その後の歴史はみんなの知っているとおりさ！
　この時に身を隠した場所が「しとどの窟」で、実はこの名前の窟は湯河原町に
もあって、同じくジオサイトになっているんだよ。きっと頼朝は山の中を逃げる時
に、こういう窟に何度も身を隠しながら追手から逃げたんだね。敵に見つからないかドキドキしただろうな～
　真鶴町にある窟は、真鶴半島をかたちづくる安山岩質の真鶴溶岩からできているよ。この溶岩が、海の波による侵
食によって削られ洞窟になったもので、海

か い

食
しょく

洞
ど う

と呼ばれるものだよ。頼朝の時代には窟も約1３0mの奥行きがあった
と言われているけど、その後の侵食で、幕末には幅 ３ m、奥行き11mほどの大きさになったんだって。当時は波打ち
際に面していた窟は、1９2３年の大正関東地震による土地の隆起によって、現在の高度になり海から少し離れた場所に
なったんだって。大地の動きってすごいんだね～
　ちなみに「しとどの窟」の名前の由来は、頼朝が窟に逃げ込んだ際に、平氏の追手が窟をのぞくと「シトト」と言
われる鳥（ホオジロの一種）が急に飛び出してきたので、人影がないものとして追手が立ち去ったことからこの名前
が付いたと言われているだよ。頼朝は運が良かったんだね♪
　最後に頼朝と真鶴町の深い関係を示すエピソードをひとつ！頼朝はこの地で多くの村人に助けられたことから、村
人に「青木」「五味」「御守」の姓を与えて、その労に報いたんだって。今でも真鶴町に青木さんは多いけど、そのご
先祖は頼朝を救った優しい人なんだね。

真鶴町の「
しとどの窟

」



日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

おとな水泳教室 ☆ウォーキング体操
★ ダンベ ル 体 操

体 力 測 定
フィットネ ス 体 操
こ ど も ・ 幼 児
水 泳 教 室 A

₅ 6 7 8 9 10 11

こ ど も ・ 幼 児
水 泳 教 室 B 休　館　日 おとな

水中運動教室
☆ヘルシー体操
  （社協センター）
★ ダンベ ル 体 操

おとな水泳教室 こ ど も ・ 幼 児
水 泳 教 室 A

12 13 14 15 16 17 18

こ ど も ・ 幼 児
水 泳 教 室 B 休　館　日 ☆ヘルシー体操

★フィットネス体操 おとな水泳教室 ☆リラクゼーション＆フロアー
★ ダンベ ル 体 操

こ ど も ・ 幼 児
水 泳 教 室 A

19 20 21 22 23 24 25

こ ど も ・ 幼 児
水 泳 教 室 B 休　館　日

☆ヘルシー体操
★フィットネス体操

おとな
水中運動教室

☆ヘルシー体操
  （さくら館）
★ ダンベ ル 体 操

おとな水泳教室 こ ど も ・ 幼 児
水 泳 教 室 A

26 27 28 29 30 7/1 2

こ ど も ・ 幼 児
水 泳 教 室 B 休　館　日 ☆ヘルシー体操

★フィットネス体操

クイズ

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー（
6
月
）※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
来
月
の
予
定
の
詳
細
は
、
次
号
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

赤ちゃん誕生（誕生証書 4 月発行分） 社会教育センター図書室から
《梅干しを作ってみませんか？》

学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育支援室☎85 ー7776へ !

　梅の実が出回る時期になりました。６月は梅干し
の仕込みに最適です。作る楽しみ・待つ楽しみの両
方を味わってみませんか？
『梅干し・梅レシピの基本』小川睦子（著）　

朝日新聞出版
　ジップ付き袋を利用した簡単な漬け方から、ガラ
ス瓶や陶製のかめを使用する基本の手順まで、写真
と詳細な説明で初心者にもわかりやすく紹介してい
ます。カリカリ梅や梅酒の作り方、梅を使ったレシ
ピもたくさん載っています。
『まだだよまだだよ』村上しいこ（文）市居みか（絵）

講談社
　おばあちゃんと梅干しを漬けました。「いつたべ
られる？」と聞くと「まだだよ、まだだよ」と…夏
が来て、秋が過ぎて、冬を越して、春になる頃にし
まっていた梅干しが現れました…

場　所 日　時
役場本庁駐車場

6 /10㈮・24㈮

12：３5～12：50
湯本小学校 10：05～10：20

湯本幼児学園 1３：50～14：20
町社会福祉協議会 14：３0～14：45

さがみ信用金庫湯本支店前 14：50～15：05
箱根幼稚園

6 / ８ ㈬・22㈬

９ ：20～ ９ ：40
畑宿寄木会館 10：00～10：15

湯本茶屋（静観荘駐車場) 10：３0～10：45
山崎集会所 11：00～11：15

箱根の森小学校 6 / ９ ㈭ 10：10～10：３0
6 /2３㈭ 1３：00～1３：３0

温泉幼稚園

6 / ９ ㈭・2３㈭

1３：45～14：05
姫之湯 14：15～14：３0

強羅向山公園駐車場 14：45～15：00
宮城野保育園 15：10～15：40

さくら館 6 / 1 ㈬・15㈬・2９㈬ 10：45～11：00
宮城野公民館 11：10～11：25

箱根中学校 6 / 1 ㈬・15㈬ 1３：10～1３：25
6 /2９㈬ 12：50～1３：05

元箱根集会所 6 / 1 ㈬・15㈬・2９㈬ 1３：45～14：00
箱根集会所 14：10～14：25

仙石原小学校

6 / ３ ㈮・1７㈮

1３：00～1３：３0
アレンジメントケア箱根仙石原 1３：40～1３：55

仙石原幼児学園 14：10～14：40
仙石原文化センター 14：55～15：10

※巡回予定は変更になる場合があります。
照会先　社会教育センタ−☎８2−26９4

移動図書館きつつき号 巡回予定表

おくやみ（ 4 /19〜 5 /18受付分）

【さくら館温水プール】  
◎おとな水中運動教室／おとな水泳教室 
実施時間　14時～15時／1８時３0分～1９時３0分
対　象　大人（中学生以上）
受講料　 1 回券７00円、フリーパス2,000円、10回券７,000円
◎こども・幼児水泳教室
実施時間　Aこども：10時～11時、幼児：1３時～14時
　　　　　Bこども：1３時～14時、幼児：10時～11時
対　象　こども：小学生、幼児： ３ 歳～未就学児（要オム
　　　ツ離れ）
受講料　 1 回券400円、フリーパス1,000円、10回券4,000円
◎共通
持ち物　水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
入場料　大人３00円、中学生以下100円　
　　　（障がいのある方、未就学児は無料）
参加方法　開始時間の10分前までにプール受付に集合して
　　　ください。
※受講者多数により参加できない場合があります。
その他　プールの利用時間は ９ 時～20時です。
　　　（入館は1９時３0分まで）
照会先　さくら館☎８5−0８00

【レイクアリーナ箱根】  
◎各種体操  
実施時間　☆14時～15時／★1９時～20時  
対　象　16歳以上
持ち物　運動のできる服装、室内運動靴、タオル
費　用　町内在住 ・ 在勤の方は無料、町外の方は400円
※ヘルシー体操などの内容は、一部変更になる場合があります。
◎体力測定
時　間　 6 月 4 日　12時３0分～16時３0分（所要時間３0分）
対　象　中学生以上　　　
◎トレーニングルーム講習
対　象　トレーニングルームを初めて使用する方
定　員　各回15人
日　時　カレンダー中、日付に色がついている日の①12時３0
　　　　　　　　分～1３時45分②15時15分～16時３0分③1７時３0分～1８
　　　　　　　　時45分のいずれか（講習時間は 1 時間）
※ 4 日㈯、 ９ 日㈭、2３日㈭は③のみです。
◎体育館の利用について
利用時間　 ９ 時～21時（準備、片付けを含む）
使用料　町内在住・在勤など、また個人・団体での使用によ
　　　り異なる  
照会先　レイクアリーナ箱根☎８6−３３00
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病
院
・
診
療
所
の
相
談
は
小
田
原

医
師
会
地
域
医
療
連
携
室
へ

  
　
各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
・
休
診

日
、
健
診
・
検
査
・
予
防
接
種
の
取

扱
医
療
機
関
等
を
案
内
し
ま
す
。

業
務
時
間　
月
～
土
曜
日
の
９
時
～

12
時
／
13
時
～
17
時
（
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
13
時
30
分
～
14
時
30
分
の
間
は
医

師
が
直
接
対
応
し
ま
す
。

照
会
先　
小
田
原
医
師
会
地
域
医
療
連

携
室　
☎
０
４
６
５
―
４
７
―
０
８
３

３
／
FAX
０
４
６
５
―
４
９
―
３
７
６
６

水
道
週
間

　
６
月
１
日
㈬
か
ら
７
日
㈫
ま
で
は
、

水
道
週
間
で
す
。

　
水
道
水
が
で
き
る
ま
で
の
仕
組
み

や
、
水
の
大
切
さ
な
ど
を
改
め
て
考

え
て
い
た
だ
く
期
間
で
す
。

　

ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

「
水
」、毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
「
水
」
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
じ
ゃ
口
か
ら　

　
　
　
　
　
安
心
と
ど
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
ま
で
」

家
庭
で
で
き
る
節
水
の
工
夫

・
蛇
口
は
こ
ま
め
に
開
閉
を
。
蛇
口

を
開
け
た
ま
ま
に
す
る
と
、
１
分
間

に
約
６
㍑
も
の
水
が
ム
ダ
に
な
り
ま

す
。
水
の
勢
い
は
鉛
筆
の
太
さ
を
目

安
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
入
浴
時
に
、
シ
ャ
ワ
ー
を
出
し
た

ま
ま
に
し
た
り
、
浴
槽
か
ら
湯
を
あ

ふ
れ
さ
せ
た
り
す
る
の
は
禁
物
。
残

り
湯
も
、
洗
濯
・
清
掃
・
ま
き
水
な

ど
に
再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
28
・
29
年
度　
社
会
教
育
関

係
行
政
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
平
成
28
・
29
年
度
の
社
会
教
育
関

係
行
政
委
員
に
、
次
の
方
々
を
委
嘱
・

任
命
し
ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
社
会
教
育
委
員

　
千
代
田
文
子・千
葉
哲
也（
湯
本
）、

石
橋
誠
子（
大
平
台
）、石
井
修（
宮

ノ
下
）、廣
井
愛
旦（
宮
城
野
）、市
川

毅
・
勝
俣
晶
子
・
辰
原
ま
さ
み（
仙
石

原
）、阿
部
佳
信（
元
箱
根
）、安
藤
真

須
子（
箱
根
）、
中
島
基
行（
箱
根
の

森
小
学
校
）、
原
田
陽
一
郎（
仙
石
原

小
学
校
）

◎
青
少
年
指
導
員

　
安
居
院
千
春
・
端
千
春（
湯
本
）、勝

俣
建
吾（
湯
本
茶
屋
）、野
沢
龍（
須
雲

川
）、
金
子
弘
恭
・
勝
俣
恵
美
子
・
金

子
裕
子（
宮
ノ
下
）、松
下
佳
代
子（
小

涌
谷
）、松
本
卓
・
水
野
奏
・
勝
俣
広
子

（
宮
城
野
）、湯
川
耕
一（
強
羅
）、
酒

寄
繁
基
・
勝
俣
幸
代
・
勝
俣
純
子
・
大

須
賀
通
浩（
仙
石
原
）、大
場
征
広（
元

箱
根
）、安
藤
弘
毅
・
笹
川
満
寿
美
・

浅
井
秀
樹（
箱
根
）、松
田
真
菜
美（
湯

本
小
学
校
）、小
林
秀
寧（
箱
根
の
森

小
学
校
）、
神
谷
卯
月（
仙
石
原
小

学
校
）、田
中
元
気（
箱
根
中
学
校
）

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
冨
田
桂
一
・
小
川
義
一
・
朝
日
映

照（
湯
本
）、野
沢
ま
さ
み（
須
雲
川
）、

安
藤
勇
次（
大
平
台
）、金
子
貞
之（
宮

ノ
下
）、千
賀
志
ず
子
・
宮
澤
眞
樹
子

（
小
涌
谷
）、豊
田
緑
・
清
野
正
子
・

勝
俣
家
明
・
杉
山
大
真（
宮
城
野
）、

齊
藤
義
和
・
勝
俣
君
代
・
神
山
み
ゆ

き（
仙
石
原
）、中
村
万
利
子
・
大
場

剛（
元
箱
根
）、児
島
桂
子
・
岡
野
恵

美（
箱
根
）、
綾
部
早
都
未（
湯
本
小

学
校
）、山
下
英
久（
箱
根
の
森
小
学

校
）、渡
邉
大
地（
仙
石
原
小
学
校
）

善
意
の
寄
付

〈
箱
根
町
資
源
保
全
基
金
〉（
ト
ラ
ス
ト
）

◎
株
式
会
社
わ
か
ふ
じ　
代
表
取
締

　
役　
松
澤
徹
様　
２
万
４
千
円

（
町
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
協
力
金
）

◎
酪
農
王
国
株
式
会
社　
代
表
取
締

　
役　
片
野
敏
和
様　
　
　
10
万
円

（
町
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
協
力
金
）

◎
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社　
取
締
役

　
社
長　
山
木
利
満
様

　
　
　
　
１
５
７
万
４
，
７
６
０
円

（
町
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
協
力
金
）

〈
箱
根
観
光
事
業
振
興
支
援
金
〉

◎
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
様

18
万
５
，
４
２
０
円

〈
子
ど
も
基
金
〉
◎
匿
名　
２
万
円

〈
そ
の
他
〉

◎
箱
根
電
気
工
事
工
業
会
（
会
長　

 

　
石
島
鉄
也
）
様　

　

Ｃ
Ｄ
コ
ン
ポ 

１
台  

電
動
ポ
ッ
ト 

２
台

13 12

　正解者の中から抽選で ３ 人の方に図書カー
ドをプレゼントします。
【問題】道の駅「○○○」に急速充電器が設
置されます。この○○○に入る ３ 文字を答え
てください。箱根町にある道の駅の名前（地
名）です。
応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、
　　　電話番号を明記し、応募してください。
※町内在住の方のみ、 1 人 1 通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　 6 月10日㈮　当日消印・着信有効
応募先　〒250−0３９８　箱根町企画課
5 月号の解答　「60」
当選者　石井　一秋さん（仙石原）　
　　　　市川美智子さん（芦之湯）
　　　　岩部　幸江さん（湯　本）　　
★当選おめでとうございます。

芳澤　修司さん 4 /20 ８6歳 湯　本
勝俣　靜江さん 4 /20 ９0歳 宮城野
杉山　節子さん 4 /2９ ９0歳 元箱根
高山　喜久さん 5 /11 102歳 箱　根

小
こ

杉
す ぎ

　亜
あ

美
み

ちゃん ３ /2３ 哲  一 さん 仙石原　
石
い し

堂
ど う

　愛
め

依
い

ちゃん ３ /３1 愛  子 さん 宮ノ下　
黒
く ろ

澤
さ わ

　航
わ た る

ちゃん 4 / 6 孝  一 さん 仙石原　
中
な か

野
の

まやんちゃん 4 / ７ 公  志 さん 宮城野
安
あ ん

藤
ど う

　真
ま

奈
な

ちゃん 4 /15 豊 さん 湯　本
中
な か

村
む ら

　凪
な ぎ さ

ちゃん 4 /16 大  樹 さん 湯　本



すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎85−9595

◆ 4 か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　 6 /20㊊12：40～1３：00受け付け
対　象　 4 か月児：平成2８年 2 月生まれの乳児
　　　　10か月児：平成2７年 ７ 月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ(10か月児のみ)
◆ 1 歳 6 か月児健康診査／ 3 歳 6 か月児健康診査
日　時　 6 /20㊊1３：00～1３：20受け付け
対　象　 1 歳 6 か月児：平成26年12月生まれの幼児
　　　　 ３ 歳 6 か月児：平成24年12月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2 歳・ 2 歳 6 か月・ 3 歳児歯科健康診査
日　時　 6 / ３ ㊎1３：00～1３：３0受け付け
対　象　平成25年 5 月・11月、平成26年 5 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　 6 /14㊋ ９ ：45～11：45
対　象　 ７ か月～ ３ 歳までの乳幼児とその保護者
※ 1 週間前までに電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　 6 /16㊍1３：３0～15：00
対　象　 ３ ～1８か月頃の乳幼児とその保護者
※ 1 週間前に電話で申し込んでください。
○場所はいずれもさくら館です。

やまなみ荘コーナー
照会先　健康福祉課☎85−7790

●趣味の教室
書　道　 6 / ３ ㊎・10㊎10：00～12：00
手　芸　 6 / ７ ㊋・21㊋1３：00～15：00
対　象　各教室とも町内在住の60歳以上の方
※開催日が変更になる場合があります。
●健康相談
日　時　 6 /1７㊎1３：00～1３：３0受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定 
　　　など
対　象　町内在住の60歳以上の方
●老人文化作品展
日　時　 6 /2８㊋～ ７ / 1 ㊎ ９：00～16：00
　　　ただし ７ / 1 ㊎は ９：00～14：00まで、また 6 /2９㊌ 
　　　はお休み
場　所　老人福祉センターやまなみ荘　講座室

夜間診療ができる病院などについては､消防署（☎ 82−4511）に問い合わせてください｡住民の方は窓口で申し出れば、町立観光施設・郷土資料館の入館料が無料になります。

最
新
情
報
は
町
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
！　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

＝
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
募
集
中
＝
（
企
画
課
☎
8
5
ー
9
5
7
2
）
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催　し
歩く会　外輪山から箱根を
眺めるコース      [11ｋｍ]

日　時　 6 月10日㈮ ９ 時20分
　　　（中止の場合は15日㈬）
集合場所　宮城野出張所
コース　明神平別荘地～萩山橋～明神ヶ岳
　　　～宮城野支所
会　費　500円(保険料他)
※初参加の方は別に500円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司　

☎８5−6７８８
※当日の開催の有無は☎８5−6７８８で確認し
てください。音声メッセージにて、自動的
にメッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の1７時か
ら当日の ９ 時までです。

森のふれあい館
ふれあい楽習教室/野鳥展

　動物写真家として著名な中川雄三さんの
豊かな表現法で彫りあげた約３0点の彫刻を
展示します。野鳥、魚など本物そっくりな
作品から、ユーモラスなものまでいろいろ
あります。ぜひ、ご覧ください。
期　間　 6 月 1 日㈬～ ７ 月 4 日㈪
照会先　森のふれあい館☎８３−6006

普通救命講習

日　時
①普通救命講習Ⅱ　 6 月14日㈫ ９ 時～1３時
②普通救命講習Ⅰ　 6 月25日㈯ ９ 時～12時
場　所　消防本部体育訓練室
内　容　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を
　　　用いた心肺蘇生法および止血法（①
　　　は実技と筆記の効果測定を含む）
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤の方
定　員　各20人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
※他にもさまざまな応急手当普及講習の方
法がありますので、問い合わせてください。
申込・照会先　消防署警備課救急係　

☎８2−4511

プレママ・パパ
（出産育児）教室

日　時　 6 月24日㈮1３時３0分～16時
場　所　さくら館
内　容　お産や母乳育児についての話、赤
　　　ちゃんの沐

も く

浴
よ く

実習
対　象　これから母親、父親になる方
持ち物　母子健康手帳、筆記用具、エプロン

申込方法　 6 月1７日㈮までに電話で申し込
　　　んでください。
申込・照会先　子育て支援課☎８5−９5９5

町制60周年記念
オーケストラがやってきた！

ｉｎ箱根町
日　時　 6 月10日㈮1３時３0分開場
場　所　箱根中学校屋内運動場
対　象　町立小学校 5 ・ 6 年児童／町立中
　　　学校全生徒
※保護者の方も参加できます。
主　催　神奈川県立音楽堂
出　演　指揮・三ツ橋敬子／神奈川フィル
　　　ハーモニー管弦楽団
照会先　教育委員会学校教育課☎８5−７600

案　内
身体障がい者更生相談会

日　時　 6 月1３日㈪1３時～15時
　　　（受け付けは14時まで）
場　所　小田原市保健センター
　　　（小田原市酒匂 2 −３2−16）
内　容　肢体不自由障がい者の補装具交付、
　　　修理相談
※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　健康福祉課☎８5−７７９0

心配ごと相談

日　時　 6 月15日㈬1３時３0分～15時３0分
場　所　仙石原文化センター
内　容　生活、人権、教育に関する相談、
　　　国や県への要望など
相談員　民生委員児童委員、人権擁護委員、
　　　学校教育指導員、総務省行政相談委 
　　　員
※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　健康福祉課☎８5−７７９0

福祉相談会

日時・場所
6 月 ９ 日㈭役場本庁舎（☎８5−７７９0）
6 月2３日㈭さくら館（☎８5−0８00）
　いずれも10時～12時
内　容  社会福祉士など専門家による面接
　　　相談、電話相談
対　象　身体・知的・精神障がい者および
　　　家族の方
照会先　健康福祉課☎８5−７７９0

高次脳機能障害専門相談
日　時　 6 月 ３ 日㈮14時～16時
場　所　おだわら障がい者総合相談支援セ
　　　ンター（小田原市久野115− 2 　 お
　　　だわら総合医療福祉会館 1 階）
対　象　高次脳機能障がいの方およびご家
　　　族、支援者
照会先　おだわら障がい者総合相談支援セ
　　　ンター☎0465−３5−525８

マイナンバーカードの受け取り
などに係る臨時窓口開庁

日　時　 6 月11日㈯・ 6 月26日㈰
　　　　 ８ 時３0分～1７時15分
※マイナンバーカードの交付は ９ 時～16時
場　所　役場本庁舎 2 階総務防災課町民係
取扱事務
◎マイナンバーカードの交付
◎転入・転出などの住民異動届、証明書等
　の発行
◎印鑑登録、証明書の発行
◎戸籍証明書の発行
照会先　総務防災課（町民係）☎８5−７160

無料耐震相談会
日　時　 6 月20日㈪1３時３0分～15時00分
　　　※ 1 回の相談時間は50分程度
場　所　役場本庁舎　研究室
対　象　住民自ら所有かつ居住し、次の要
　　　件に該当する木造住宅
　　　○昭和56年以前に建築された 2 階建
　　　て以下の専用住宅または併用住宅
　　　○枠組壁工法（ツーバイフォー工法）
　　　またはプレハブ工法でないもの
持ち物　建築年や建物の概要が分かるもの。
　　　（建築確認通知書、平面図や間取図、
　　　写真など）※図面等がない場合でも
　　　診断は可能です。
申込方法　窓口または電話でお申し込みく
　　　ださい。
申込・照会先　都市整備課☎８5−９566

男女共同参画推進委員会
委員を募集します！

　「はこね男女共同参画推進プラン」をと
もに推進してくださる方を募集しています。
　この計画は、男性と女性がお互いを尊重
し、ともに支え合いながら、苦労も成果も
分かち合える男女共同参画社会を町におい
て実現するためのものです。
　ぜひ委員にご応募いただき、貴重なご意
見をお聞かせください。詳細は、町ホーム
ページをご覧ください。
照会先　企画課☎８5−９560

　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
(☎８2−4511）に確認してください。

診療時間　9：30～17：00
当番日 当番医 所　在 電話番号

6 / 5 郷医院箱根小涌園診療所 二ノ平 ８2−26７2
12 土屋医院 湯　本 ８5−50３4
1９ 仙石原永井医院 仙石原 ８4−８2９5
26 元箱根木村医院 元箱根 ８5−111７

休日急患（医科）

　湘南レッドは、かながわブランドに
登録されており、鮮やかな赤紫色の生食用
たまねぎです。黄たまねぎに比べ、辛みや刺激臭が少
なく、甘みが強いのが特徴で、シャキシャキした食感
が楽しめます。
【湘南レッドの選び方のポイント】
　皮がよく乾燥していて、光沢があり、硬くしまって
いるものを選びましょう。
●材料（大人 4 人分）
湘南レッド　　中 1 個
ミニトマト　　 ８ 個
サラダ菜　　　 4 枚
鶏ささ身肉　　 2 本（120ｇ）
酒　　　　　　小さじ 2
　 ノンオイルドレッシング
　　　 （青じそ）大さじ ３
　 ごま油　　　　小さじ 2
●作り方
①　湘南レッドは、皮と芯を取り除き、繊維に沿って
　　薄切りにする。
　　ミニトマトは、ヘタを取り半分に切る。
②　鶏肉は、耐熱皿に並べて酒を振り、ラップをかけ
　　て電子レンジ600Ｗで 2 分３0秒～ ３ 分加熱し、冷
　　めるまでそのままおき、冷めたら繊維に沿って薄
　　切りにする。
③　ボウルにＡを入れて混ぜ合わせる。
④　皿にサラダ菜をしき、①、②を盛り付けて、③を
　　かける。

湘南レッドと
蒸し鶏サラダ

今月の‘旬’
湘南レッド（たまねぎ）、うめ、オクラ、しらすなど

今
月
の
納
期

6 月30日㈭納期限

◎町県民税　第 1 期
照会先　税務課（収納係）☎８5−9573
◎国民健康保険料　第 1 期
◎介護保険料　第 1 期
照会先　保険年金課☎８5−９564

旬を知っておいしく食べよう♪

栄養満点 !　旬レシピ

A

14

町長選挙のお知らせ
　11月14日任期満了による町長選挙を次の
とおり執行します。
告示日　10月25日㈫
投票日　10月30日㈰
照会先　町選挙管理委員会

☎８5−７111　内線３３７



ふれあいひろば
●町ホームページ内「写真ニュース」でも地域の話題を配信中!

環境先進観光地
　　　　　―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!
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町の人口と世帯

●人口　11，594人（＋63)
　男　5，520　 女　6，074
●世帯　 6，106（＋87)

ー 5 月 1 日現在ー（　）内は前月比

● 5 /15　（レイクアリーナ箱根)● 4 /16・17　（さくら館)

● 5 /19　（畑引山) ● 5 /23　（元箱根)

姫太鼓に見送られ、新緑の箱根路へ広がれ！ スペシャルオリンピックスの輪！！

箱根の森に思いをはせて 供養の祈りを

　箱根路森林浴ウオークが開催されました。大平台姫太鼓の力
強い響きに見送られ1,000人を越える参加者がレイクアリーナ
箱根を出発しました。完歩者には、販売を再開した箱根名物で
ある黒たまごが振る舞われました。

　「スペシャルオリンピックス（※）日本神奈川」の水泳競技の
メンバーが、２日間にわたり、さくら館の温水プールを利用し
て合宿を行いました。実施にあたっては箱根町手をつなぐ育成
会が支援をしています。みなさん、がんばってください！
※スペシャルオリンピックス＝知的障がいのある人たちに様々なスポーツ
トレーニングと競技会を、年間を通じ提供している国際的なスポーツ組織。

　豊かな森林づくり事業の一環として畑引山で植栽が行われま
した。７0名余の方々が参加し、10年20年先の箱根の森に思いを
はせながら植栽を行いました。この日は天気も良く外国からの
観光客の方々も多数、景観を楽しみながら歩いていました。

　３14年前の 5 月2３日に関所破りをして処刑されてしまった
“お玉さん”や無縁仏を供養するお玉観音まつりが開催されま
した。地域の方々や箱根幼稚園の園児も参加し、供養の祈りと
地域の安全を願いました。
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。
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※平成２7年国勢調査の速報結果を基礎としています。


